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様
が
く
れ
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万
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梗
概 

 

町
役
場
に
勤
め
る
藤
井
健
吾
（2

8

）
は4

6
3

世
帯
へ

向
け
た
特
別
給
付
金
の
送
金
を
任
さ
れ
る
。 

 

作
業
の
過
程
で
藤
井
は
給
付
金
対
象
者
の
中
に
中
学

の
同
級
生
だ
っ
た
村
上
陽
介
（2

8

）
の
名
前
を
見
つ

け
る
。 

 

中
学
時
代
、
藤
井
は
イ
ジ
メ
を
受
け
て
登
校
拒
否
を

起
こ
し
て
い
た
が
、
村
上
と
の
友
情
に
よ
っ
て
乗
り

越
え
た
こ
と
か
ら
村
上
に
大
き
な
恩
を
感
じ
て
い
た
。 

 

村
上
が
多
重
債
務
者
と
し
て
の
人
生
を
送
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
藤
井
は
、
給
付
金
の
送
金
手
続
き
を

す
る
中
で
あ
る
恐
ろ
し
い
考
え
に
囚
わ
れ
る
。 

 

そ
の
日
、
村
上
に
と
っ
て
普
段
通
り
の
憂
い
に
満
ち

た
一
日
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。 

 



し
か
し
村
上
の
口
座
に4

6
3

世
帯
分
の
給
付
金
で
あ

る

4
6

3
0

万
が
振
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
そ
の
生

活
は
一
変
す
る
。 

 
降
っ
て
沸
い
た
大
金
に
戸
惑
う
村
上
だ
っ
た
が
、 

4
6

3
0

万
で
人
生
を
や
り
直
す
決
意
を
固
め
、
借
金
を

完
済
す
る
。 

 

給
付
金
の
誤
送
金
に
気
付
い
た
役
場
が
村
上
へ
返
還

を
促
す
中
、
や
が
て
事
件
は
マ
ス
コ
ミ
の
知
れ
渡
る

と
こ
ろ
に
な
る
。 

 S
N

S

上
で
は
犯
人
探
し
が
過
熱
し
、
犯
人
の
村
上
と

誤
送
金
を
し
た
藤
井
の
名
前
が
割
ら
れ
、
さ
ら
に
二

人
は
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
が
暴
か
れ
る
。 

 

十
数
年
の
時
を
経
て
村
上
と
藤
井
は
再
会
す
る
。
誤

送
金
を
し
た
理
由
を
尋
ね
る
村
上
へ
藤
井
は
「
中
学

時
代
、
君
は
僕
の
神
様
だ
っ
た
。
だ
か
ら
今
度
は
僕

が
君
の
神
様
に
な
っ
た
」
と
明
か
し
、「
新
し
い
人
生



を
手
に
入
れ
ろ
」
と
村
上
の
背
中
を
押
す
。 

 

日
本
を
出
て
中
国
へ
渡
っ
た
村
上
は
、
新
し
い
門
出

を
祝
う
か
の
よ
う
に
幸
運
に
恵
ま
れ
、
仲
間
を
見
つ

け
、
仕
事
を
見
つ
け
、
住
処
を
見
つ
け
、
家
庭
を
築

き
、
子
供
を
作
り
、
い
つ
か
息
子
に
神
様
の
話
を
し

て…
  

そ
こ
で
藤
井
は
我
に
返
る
。 

 

全
て
は
藤
井
の
儚
い
空
想
だ
っ
た
。
藤
井
は
「
意
図

的
な
誤
送
金
」
と
い
う
頭
に
浮
か
ん
だ
恐
ろ
し
い
考

え
を
実
行
す
る
決
心
が
つ
か
ず
に
い
た
の
だ
っ
た
。 

 

藤
井
は
あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
村
上
の
未
来
に
後

ろ
髪
を
引
か
れ
つ
つ
、
ミ
ス
な
く
給
付
金
の
送
金
手

続
き
を
こ
な
す
の
だ
っ
た
。 

   



《
登
場
人
物
》 

 

藤
井
健
吾
（1

4

）
（2

8

） 

公
務
員 

村
上
陽
介
（1

4

）
（2

8

） 

藤
井
の
元
同
級
生 

 

森
（5

0
） 

 
 

 

藤
井
の
上
司 

田
中
（2

4

） 
 

 

藤
井
の
同
僚 

江
美
子
（4

0

） 
 

藤
井
の
同
僚 

真
由
（3

1

） 

藤
井
の
妻 

大
久
保
（1

4

） 
 

藤
井
の
元
同
級
生 

佐
々
木
（1

4

） 
 

藤
井
の
元
同
級
生 

明
美
（4

0

） 

藤
井
の
母
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○
町
役
場
・
出
納
室

（
現
在
） 

 
 

藤
井

健
吾
（2

8

）
、
デ
ス
ク

で
パ
ソ
コ
ン

と
向
き

合
っ
て
い
る
。 

 
 

藤
井
、
以
下
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
首

に
か
け

て
い
る
。 

 
 

「
藤
井
健
吾 

出
納
課
」 

 

○
パ
ソ
コ
ン
画
面 

 
 

「
特
別
給
付
金

振
り
込
み

依
頼
書
」
と

書
か
れ

た
用
紙
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

用
紙

に
以
下
の

文
字
が
順
次
打

ち
込
ま
れ
て
い

く
。 

 
 

「
東

奥
多
摩
銀
行 

御
中

」 

 
 

振
り

込
み
指
定
金
融
項
目

の
項
目
に
「S

B
C

ネ

ッ
ト
銀
行 

ス
ズ
メ

支
店
」 

 
 

口
座
番
号

の
項
目
に
「
普
通 

6
8

2
1

6
5

5

」 

 
 

受
取
人
の
項
目

に
「
村
上

陽
介

」
。 

 

○
町
役
場
・
出
納
室 

 
 

藤
井
、
金
額
の

項
目
で
手

が
と
ま
る
。 
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藤
井
、
深
呼
吸

を
す
る
。 

 
 

藤
井

、
手
を
震

わ
せ
な
が
ら
以
下
の
数
字
を
金

額
の
項
目

に
入
力
し
て
い
く
。 

 
 

「¥
4

6
3

0
0

0
0

0

」 

 
 

藤
井
、
入
力
を

終
え
、
静

か
に

目
を
閉

じ
る
。 

 
 ○

藤
井
の

部
屋
（1

4

年
前
・
夕

） 

 
 

テ
ロ
ッ
プ

に
以
下
の
文
字
。 

 
 

「1
4

年
前
」 

 
 

カ
ー
テ
ン

の
締

め
切
ら
れ
た
薄
暗
い
室
内
。 

 
 

藤
井
（1

4

）
、
勉
強
机

で
塞

ぎ
込
ん
で
い
る
。 

 

○
中
学
校

の
教
室
（

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
） 

 
 

佐
々
木
（1

4

）
、
藤
井
の
体

を
抑

え
つ
け
て
い
る
。 

 
 

大
久
保
（1

4

）
、
濡
れ
た
雑
巾
を

藤
井
の

顔
に
な

す
り
つ
け
る
。 

 
 

藤
井

、
必
死
に

抵
抗
す
る
。 

 
 

室
内

に
大
久
保

と
佐
々
木

の
笑

い
声
が

響
く
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

藤
井

の
部
屋 
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藤
井
、
髪
の
毛

を
か
き
む
し
る
。 

 
 

ノ
ッ
ク
の
音
が
す
る
。 

声
「
健
吾
。
開

け
る
よ
」 

 
 

母
明
美
（4

0

）
、
プ
リ
ン
ト

を
持

っ
て
入

っ
て
く

る
。 

明
美
「
村
上
君

が
プ
リ
ン
ト
届

け
に
き
て
く
れ
た
」 

藤
井
「…

」 

明
美
「
ね
。
外
出
れ
る
？

」 
 

藤
井
「…

な
ん
で
？
」 

明
美
「
村
上
君
、
健
吾
に
話
が
あ
る

み
た
い

よ
」 

藤
井
「…

？
」 

 

○
藤
井
の

家
・
門 

 
 

藤
井
、
フ
ァ
ン
タ
を
二
本

持
っ
て
玄
関

か
ら
出

て
く
る
。 
 

 
 

村
上
陽
介
（1

4

）
、
門
の
前

に
立
っ
て
い
る
。 

村
上
「
（
明
る
く
）
よ
っ
」 

 

○
公
園 

 
 

藤
井

と
村
上
、

フ
ァ
ン
タ

を
手

に
ベ
ン
チ
に
座
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っ
て
い
る
。 

村
上
「
（
た
め

息
）
人
生

っ
て
不
公
平

だ
よ
な
」 

藤
井
「…

」 

村
上
「…

俺
ん
ち
さ
、
親
が
金
持
ち
の
親
戚

に
借
金

し
て
て
。

で
、
親
が

死
ん
だ
ら
、
そ
の
借
金

が
俺
に

引
き
継
が
れ
る

の
が

法
律
で
決

ま
っ
て
る
ん
だ
っ
て
」 

藤
井
「…

」 

村
上
「
最
悪
だ
ろ
？

」 

藤
井
「
（
困
る
）
」 

 
 

村
上
、
フ
ァ
ン
タ
を
呷
る
。 

 
 

村
上
、
立

ち
上

が
る
。 

村
上
「
だ
か
ら

さ
、

俺
、
自
分

の
こ
と
蛙
だ
と
思
う

よ
う
に
し
て
て
」 

藤
井
「…

カ
ワ
ズ
？
」 

村
上
「
井
の
中
の
蛙
、
大
海
を
知

ら
ず
。
っ
て

言
葉
、

あ
ん
だ
ろ

？
」 

藤
井
「…

う
ん
」 

村
上
「
蛙

は
井
戸
の

中
で
悩
ん
で
る
け
ど
、

そ
れ
は

広
い
海
を

知
ら
な
い

か
ら
な
ん
だ
。

広
い
海

か
ら
見

渡
せ
ば
蛙

の
悩
み
な
ん
か
ち
っ
ぽ
け

過
ぎ
て

な
い
も
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同
じ
。
だ
か
ら
、
俺

は
蛙
」 

 
 

藤
井

、
俯
く
。 

村
上
「
そ
り
ゃ
あ
さ
、
井
戸
の

中
に
は
嫌
な

奴
も
い

る
よ
。
い
る
け
ど
さ
、
ふ
ー
ち
ゃ
ん

」 

 
 

村
上
、
振

り
返

っ
て
藤
井

を
見

る
。 

村
上
「
そ
ん
な

奴
ら
の
た
め
に

井
戸

の
中
で

つ
ぶ
れ

ち
ゃ
う
な

ん
て
バ
カ
バ
カ

し
い

じ
ゃ
ん
？
（
と
笑
顔

に
な
る
）
」 

藤
井
「
陽

ち
ゃ
ん…

」 

 

○
町
役
場

・
出
納
室

（
３
日
前
） 

 
 

藤
井

、
田
中
（2

4

）
、
江
美
子
（4

0

）
、
デ
ス
ク

で
作
業
し
て
い
る
。 

 
 

森
（5

0

）
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

森
、
持
っ
て
い
た
書
類
を

藤
井

に
差
し

出
す
。 

森
「
こ
れ
、
給
付
金
対
象
世
帯

の
名
簿
」 

藤
井
「
あ
、
は
い
（
と
受
け
取

る
）
」 

森
「
全
部
で

4
6

3

世
帯
あ
る
。
銀
行

へ
の
振

り
込
み

依
頼
書
の

作
成
、
今
週
中

に
頼

む
よ

」 

藤
井
「
は
い
」 
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森
、

出
て
い
く

。 

 
 

田
中
、
立
ち
上

が
る
。 

 
 

田
中
、
藤
井
の
も
と
へ
い
く
。 

田
中
「
先
輩
、
も
し
か
し
て
名
簿
に

僕
の
名
前
も
入

っ
て
ま
す
？
」 

藤
井
「
（
笑
う
）
何
を
い
っ
て
る
ん
だ
。
君
は

対
象
に

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」 

田
中
「…

が
っ
く
り
っ
す
」 

江
美
子
「

で
も
あ
れ
よ
ね
。
ど
う
せ
な
ら

全

世
帯
に

配
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。1

0

万
」 

田
中
「
ほ
ん
と
で
す
よ
」 

藤
井
「
（
苦
笑

い
）
」 

田
中
「
僕
、
大
家

さ
ん
と
知
り
合

い
な
ん
で
す
け
ど
、

そ
こ
の
借

り
主
が
ひ
ど
い
そ
う
で
す
よ
。
家
賃
は
未

払
い
、
働

い
て
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い

、
借
金

取
り
は
押

し
寄
せ
て
く
る

。
多
分
ソ
イ
ツ
も

1
0

万

も
ら
え
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

そ
う
い
う
人

に
配
る

っ
て
の
は
な
ん
だ
か
な
あ

」 

森
「
な
ん
て
い
う
人
？
」 

田
中
「
空

き
家
バ
ン
ク
で
住
み

着
い
た
人
で
す
よ
。
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村
上
っ
て

3
0

く
ら
い
の

男
で
す

」 

藤
井
「…

村
上
？
」 

田
中
「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」 

藤
井
「
い
や…

」 

 
 

藤
井
、
渡
さ
れ
た
名
簿
を

見
つ
め
る
。 

 
 

田
中
、
自
分
の

席
に
戻
る
。 

江
美
子
「

ま
あ
空
き

家
バ
ン
ク

も
若
者
を
呼

び
込
む

に
は
い
い

制
度
だ
け
ど
、
変
な

人
が

来
ち
ゃ
う
こ
と

も
あ
る
し
。
一
長
一
短
よ
ね
」 

 
 

藤
井
、
名
簿
を
め
く
っ
て
い
く
。 

 
 

と
、

藤
井
、
手

が
と
ま
る
。 

 
 

名
簿

に
以
下
の

名
前
。 

 
 

「
村
上
陽
介
」 

藤
井
「
（
胸
が
騒
ぐ
）
」 

 

○
藤
井
の

家
・
玄
関

（
夜
） 

 
 

藤
井
、
帰
っ
て
く
る

。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

真
由
（3

1

）
、
テ
ー
ブ
ル
で

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
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い
じ
っ
て
い
る
。 

真
由
「
お
か
え
り
」 

藤
井
「
た
だ
い
ま
」 

真
由
「
お

鍋
に
シ
チ
ュ
ー

あ
る
よ
」 

藤
井
「
う
ん
。

あ
り
が
と
う
」 

 

○
同
・
藤
井
の
寝
室 

 
 

藤
井
、
パ
ソ
コ
ン
を
い
じ
っ
て
い
る

。 

 
 

画
面

に
は

F
a

c
e

b
o

o
k

の
サ
イ
ト

。 

 
 

藤
井
、
「
村
上
陽
介

」
と
検
索
す
る
。 

 
 

同
姓
同
名

の
「

村
上
陽
介

」
が

何
人
も

表
示
さ

れ
る
。 

 
 

藤
井
、
画
面
を

ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
眺
め
る
も
、

そ
れ
ら
し
い
人
物
は

見
つ
か
ら
ず
。 

 
 

藤
井
、
今
度
は

「
大
丸
第

八
中
学
校 

6
8

期
」

と
検
索
す
る
。 

 
 

「
大
丸
第
八
中
学
校

6
8

期

卒
業
生
の

会
」
の
ペ

ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る

。 

 
 

藤
井
、
ペ
ー
ジ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

画
面

に
一
枚
の

同
窓
会
の

写
真

が
表
示

さ
れ
る
。 
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藤
井
、
写
真
に

映
っ
た
笑
顔
の

男
た
ち

を
見
て

…
 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
教
室 

 
 

中
学
生
の
藤
井
、
大
久
保

に
プ
ロ
レ
ス

技
を
か

け
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

藤
井

の
寝
室 

 

 
 

藤
井
、F

a
c

e
b

o
o

k

で
「
大
久
保

隼
人
」
と

検
索
。 

 
 

検
索

が
ヒ
ッ
ト

す
る
。 

 
 

藤
井
、「
大
久
保
隼
人
」
の

ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
。 

 
 

最
新
記
事

に
、

以
下
の
コ
メ
ン
ト
と
共

に
、
幼

い
娘
を
抱

い
た
大
久
保
の
写
真

。 

 
 

「
今

が
世
界
で

一
番
幸
せ
！
」 

藤
井
「…

」 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
教
室 

 
 

藤
井
、
大
久
保

に
プ
ロ
レ
ス
技

を
か
け
ら
れ
て

苦
悶
し
て
い
る
。 
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佐
々
木
、

そ
の

光
景
を
見

て
笑

い
転
げ
い
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

藤
井

の
寝
室 

 
 

藤
井
、F

a
c

e
b

o
o

k

で
「
佐
々
木
和
彦
」
と

検
索
。 

 
 

検
索

が
ヒ
ッ
ト

す
る
。 

 
 

藤
井
、「
佐
々
木
和
彦
」
の

ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
。 

 
 

最
新
記
事

に
、

以
下
の
コ
メ
ン
ト
と
共

に
、
高

級
外
車
の

前
で
ポ
ー
ズ
を
取
る

佐
々
木
の
写
真
。 

 
 

「1

千
万

で
買
い
ま
し
た

！
」 

藤
井
「…

」 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

藤
井
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

藤
井
、
玄
関
へ

向
か
う
。 

 
 

パ
ソ
コ
ン

で
作
業
す
る
真
由
、
気
づ
い
て
、 

真
由
「
健
吾
？
」 

藤
井
「
ち
ょ
っ
と
出

か
け
て
く
る
」 

 

○
村
上
の

家
・
外
観 
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古
風

な
一
軒
家
。 

 

○
村
上
の

家
の
前 

 
 

藤
井
、
や
っ
て
く
る

。 

 
 

玄
関

に
人
相
の

悪
い
男
が

立
っ
て
い
る

。 

 
 

男
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
鳴

ら
す
。 

 
 

男
、
藤
井

に
気

づ
く
。 

 
 

藤
井
、
家
の
前

を
通
り
過

ぎ
、

近
く
の

電
柱
の

影
に
身
を

隠
す
。 

 
 

村
上
（2

8

）
、
玄
関

か
ら
出

て
く
る
。 

 
 

藤
井
、
村
上
を

見
て
は
っ
と
す
る
。 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
教
室 

 
 

藤
井
、
大
久
保

と
佐
々
木

に
プ
ロ
レ
ス

技
を
か

け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

村
上
、
や
っ
て

く
る
な
り

大
久
保
の
体

を
抑
え

つ
け
る
。 

大
久
保
「

あ
？
！
」 

 
 

大
久
保
、
村
上

に
反
撃
す
る
。 

 
 

佐
々
木
も
反
撃

に
加
わ
る
。 
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村
上
、
二
人
に

腕
や
首
を

絞
め
ら
れ
て

苦
悶
し

て
い
る
。 

 
 

藤
井

、
ぼ
う
然

と
村
上
を

見
つ
め
る
。 

 
○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
廊
下 

 
 

藤
井

と
村
上
、
並
ん
で
手

を
洗

っ
て
い
る
。 

村
上
「
ふ
ー
ち
ゃ
ん

、
心
配
す
ん
な
。
俺
ら
は
蛙
仲

間
だ
（
と

明
る
く
笑

う
）
」 

藤
井
「
陽

ち
ゃ
ん…

」 

 

○
（
戻
っ
て
）

村
上

の
家
の
前 

 
 

男
、

村
上
に
詰

め
寄
っ
て
い
る

。 

 
 

男
、
村
上

を
突

き
飛
ば
す
。 

 
 

藤
井
、
と
っ
さ
に
近
づ
こ
う
と
す
る
。 

 
 

と
、

藤
井
の
足

が
と
ま
る
。 

 
 

村
上
、
男
へ
土
下
座

す
る

。 

藤
井
「…

」 

 
 

藤
井
、
地
面
に

頭
を
擦
り

つ
け
て
謝
り

続
け
る

村
上
の
姿

を
じ
っ
と

見
つ
め
て…
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○
コ
ン
ビ
ニ
の
前
（

現
在
） 

 
 

眩
し
い
朝
日
が

射
し
込
ん
で
い
る
。 

藤
井

M

「
そ
の
日
、
君
は
目
を

覚
ま
す
と
借
金
の
利

子
を
返
済

す
る
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ

の

A
T

M

に
向
か

う
」 

 

○
コ
ン
ビ
ニ
・

店
内 

 
 

村
上

、
憂
い
に

満
ち
た
顔

で

A
T

M

を

操
作
す

る
。 

 
 

と
、

村
上
、
手

が
と
ま
る
。 

 
 

A
T

M

画
面
に
残
高

4
6

3
0

万
円
。 

村
上
「
（
あ
然
と
す
る
）
」 

 

○
村
上
の

家
・
居
間 

 
 

村
上
、
畳
の
上

に
し
ゃ
が
み
込

ん
で
じ
っ
と

通

帳
を
見
つ
め
て
い
る

。 

藤
井

M

「
君
は
考
え

て
い
る
」 

 
 

通

帳

に

は

「

ト

ク

ベ

ツ

キ

ュ

ウ

フ

キ

ン 

¥
4
6
3
0
0
0
0
0

」
と
印
字

さ
れ
て
い
る
。 

藤
井

M

「

役
場
に
伝

え
る
べ
き
か

、
そ
れ
と
も…

」 
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○
道 

 
 

村
上
、
歩

い
て
い
る
。 

藤
井

M

「

突
如
降
っ
て
沸
い
た

大
金

で
借
金

を
返
済

し
、
こ
の

呪
わ
れ
た

人
生
と
決
別
す
べ
き
か
を
、

君

は
考
え
て
い
る

」 

 

○
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ 

 
 

村
上
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

し
て
い
る
。 

藤
井

M

「
君
は
誤
送
金
に
関
す
る
知
識
を
ネ
ッ
ト

で

集
め
、
金

を
返
還
せ

ず
と
も
逃

げ
切

れ
る
可
能
性

が

あ
る
こ
と
を
知
る
」 

 

○
銀
行
の

A
T

M
 

 
 

藤
井
、
夢
中
で

A
T

M

を
操
作

し
て
い
る
。 

 
 

藤
井

M

「

君
の
中
の

何
か
得
体

の
知

れ
な
い

衝
動
が

君
を
突
き

動
か
す
。

君
は
覚
悟

を
決

め
、
金

を
別
の

口
座
に
移

し
替
え
る

作
業
を
始

め
る
」 

 

○
町
役
場

・
事
務
室

（
夕
） 
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慌
た
だ
し
い
様
子
の
室
内
。 

 
 

受
話
器
を
持
っ
た
江
美
子
、
森

へ
、 

江
美
子
「

誤
送
金
先

の
相
手
と
の
連
絡
が
つ
き
ま
せ

ん
」 

森
「…
そ
う
か
。
直
接
お
相
手

の
家

に
伺
っ
て
組
戻

し
を
お
願

い
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い

」 

江
美
子
「

わ
か
り
ま
し
た

。
田
中
く
ん
」 

 
 

田
中
、
立

ち
上

が
る
。 

田
中
「
は
い
！
」 

 
 

江
美
子
、
田
中

、
去
る
。 

 
 

藤
井
、
部
屋
の

隅
で
恐
縮

し
て

立
っ
て
い
る
。 

森
「
（
藤
井
へ
）
君
！ 

な
ん
て

ミ
ス

を
し
て
く
れ
た

ん
だ
！
」 

藤
井
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
！
（
と

頭
を
下

げ
る
）
」 

森
「
全
額

を
一
世
帯

に
振
り
込

む
な
ど
と
い
う
、

そ

ん
な
バ
カ

な
話
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
！

」 

 
 

藤
井
、
頭
を
下

げ
た
ま
ま
、
強

い
ま
な
ざ
し

で

一
点
を
見

つ
め
て
い
る
。 

 

○
村
上
の

家
・
居
間 
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村
上
、
携
帯
で

電
話
し
て
い
る
。 

村
上
「
さ
っ
き

利
子

と
元
金
の

一
部

を
振
り

込
み
ま

し
た…

は
い…

3

日
以
内

に
全
額
返
済
で
き
る
と

思

い
ま
す…

は
い
（
と

電
話
を
切

る
）
」 

 
 

村
上
、
寝
転
が
る
。 

 
 

村
上
、
通
帳
を

眺
め
る
。 

村
上
「
（
呟
く
）
う
ま
く
い
け
ば

5
0

0

万
ほ
ど

手
元
に

残
る
な…

」 
 

 

 
 

と
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

が
鳴

る
。 

 
 

村
上
、
立

ち
上

が
る
。 

 

○
同
・
玄
関 

 
 

村
上
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

玄
関

の
ド
ア
を

叩
く
音
。 

江
美
子
の

声
「
村
上

さ
ん
？ 

役
場

の
者
で
す
。
給

付
金
の
件

で
至
急
お

話
し
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
て

お

伺
い
し
ま
し
た

」 

村
上
「…

」 

 
 

村
上
、
玄
関
に

背
を
向
け
る
。 
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○
町
役
場

・
外
（
数
日
後
） 

 
 

記
者

と
カ
メ
ラ
マ
ン

が
押

し
寄

せ
て
い
る
。 

藤
井

M

「

や
が
て
こ
の
事
件
は

マ
ス
コ
ミ
に

知
れ
渡

る
こ
と
に
な
る
」 

 

○S
N

S

サ
イ
ト

の
画
面 

 
 

以
下

の
書
き
込

み
で
溢
れ

て
い

る
。 

 
 

「
持

ち
逃
げ
犯

は
村
上
陽
介
で

確
定
」 

 
 

「
早

く
捕
ま
え
ろ
」 

 
 

「
ご

尊
顔
」 

 
 

村
上

の
顔
写
真

が
映
し
出

さ
れ
る
。 

藤
井

M

「
君

は

S
N

S

上
で
激
し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
に
遭

い
、
個
人
情
報

を
曝

さ
れ
る
」 

 

○
村
上
の

家
・
居
間

（
夜
） 

 
 

村
上
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
。 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
る
。 

 
 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
「

役
所
の
誤
送
金

が
原
因

と
は
い

え
、
返
金

し
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
も
う
犯
罪
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で
す
よ
ね
。
我
々
は

彼
を
犯
罪
者
と
し
て
扱

う
べ
き

で
す
」 

 
 

村
上
、
テ
レ
ビ

を
消
す
。 

 
 

村
上
、
大

き
く

息
を
吸
う
。 

藤
井

M
「
君
は
世
間
か
ら
犯
罪
者

と
呼

ば
れ
る

。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
君

は
意
志
を

曲
げ
な
い
」 

 

○
藤
井
の

家
・
リ
ビ
ン
グ
（
翌
日
・
朝
） 

藤
井

M

「
そ
し
て…

」 

 
 

真
由

と
藤
井
、

テ
ー
ブ
ル

に
座

っ
て
い
る
。 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
る
。 

 
 

キ
ャ
ス
タ
ー
、

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。 

キ
ャ
ス
タ
ー
「…

給
付
金

の
返
還
を

拒
ん
で
い
る

男

性
と
誤
送
金
を
し
た

職
員
。
二
人
が

中
学
時
代
の
同

級
生
で
あ
る
こ
と
が

取
材
で
わ
か
り
ま
し
た

」 

 
 

真
由
、
藤
井
を

見
て
、 

真
由
「
（
動
揺

し
て
）…

健
吾
。

ど
う
い
う
こ
と
？
」 

藤
井
「
（
ま
っ
す
ぐ
な

目
で
）
真
由
。
僕
を

信
じ
て
ほ

し
い
」 
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○S
N

S

サ
イ
ト

の
画
面 

 
 

以
下

の
書
き
込

み
。 

 
 

「
誤
送
金
職
員

の
住
所 

 

 
 

東
京
都
東
奥
多
摩
町

3
6

-
4

-7

」 
藤
井

M
「S

N
S

の
過
熱
す
る
書

き
込

み
が
君

と
僕
を

引
き
合
わ

せ
る
の
に

時
間
は
か
か
ら
な
い

」 

 

○
藤
井
の

家
・
リ
ビ
ン
グ

（
夜
） 

 
 

藤
井

と
真
由
、
晩
飯

を
食

べ
て
い
る
。 

 
 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

が
鳴
る
。 

藤
井
「…

僕
が
出
る

」 

 

○
同
・
玄
関 

 
 

藤
井
、
ド
ア
を

開
け
る
。 

 
 

村
上

、
立
っ
て
い
る
。 

村
上
「
（
藤
井

を
見
て
）
ふ
ー
ち
ゃ
ん…

な
の
か
？
」 

藤
井
「
（
笑
顔

に
な
る

）
」 

 

○
公
園 

 
 

藤
井

と
村
上
、

ベ
ン
チ
に

座
っ
て
い
る
。 
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村
上
「
ふ
ー
ち
ゃ
ん
、
俺
は
頭

が
混
乱
し
て
る
。

こ

れ
は
一
体

ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
？

」 

 
 

藤
井
、
立

ち
上

が
る
。 

 
 

藤
井
、
夜
空
を

見
上
げ
る
。 

藤
井
「…

中
学
で
登
校
拒
否
を
し
て
い
た

頃
、
暗
い

部
屋
の
中

で
僕
は
神
様
に
祈
っ
て
い
た
」 

村
上
「…

」 

藤
井
「
助

け
て
く
だ
さ
い
。
僕

を
イ
ジ
メ

て
い
る
人

間
か
ら
助

け
て
く
だ
さ
い

」 

村
上
「…

」 

藤
井
「
そ
ん
な

と
き
、
君
が
目

の
前
に
現

れ
た
。
ど

ん
な
に
祈

っ
て
も
返
事
を
く
れ
な
か
っ
た

神
様
の
代

わ
り
に
、
暗
闇

の
中
か
ら

君
が
僕

を
救

っ
て
く
れ
た
」 

 
 

藤
井
、
村
上
を

見
る
。 

藤
井
「
陽

ち
ゃ
ん
。

こ
の
世
の

中
に
君
を

救
っ
て
く

る
神
様
が
い
な
い
の
な
ら
、
あ
の
時
君
が
そ
う
し
て

く
れ
た
よ
う
に
、
今
度
は
僕
が

君
の
神
様

に
な
る
。

そ
う
決
め
た
ん
だ
」 

村
上
「…

ふ
ー
ち
ゃ
ん
」 

藤
井
「
僕

た
ち
は
井

の
中
の
蛙

だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
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で
潰
れ
る

な
ん
て
バ
カ
バ
カ
し
い
。
そ
う
だ
ろ
う
？

（
と
微
笑

む
）
」 

 

○
藤
井
の

家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

藤
井

と
真
由
、
テ
ー
ブ
ル

で

向
き

合
っ
て
い
る
。 

真
由
「…
聞
か
せ
て
。
あ
の
人

の
未
来
を
」 

 
 

藤
井
、
目

を
つ
ぶ
る
。 

藤
井
「
今
夜
、
彼
は

残
り
の
金

を
持
っ
て

日
本
を
出

る
。
そ
う

。
ア
ジ
ア

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
、

ア
フ
リ

カ
か
」 

 

○
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

・
中 

 
 

中
国
語
で
書
か
れ
た

案
内
標
識
。 

 
 

藤
井
、
歩
い
て
い
る
。 

藤
井

M

「

君
が
選
ん
だ
の
は
中
国
だ
っ
た

」 

 

○
屋
台
街 

 
 

食
べ

物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
露
店
が

並
ん
で
い

る
。 

 
 

藤
井
、
肉
ま
ん
を
食
べ
な
が
ら

歩
い
て
い
る
。 
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○
田
ん
ぼ

道
（
翌
日
） 

 
 

藤
井
、
歩

い
て
い
る
。 

 
 

自
転
車
が
通
り

過
ぎ
る
。 

藤
井

M
「
広
大
な
大
地

を
行
く
中

で
、
君

は
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
出
会

う
」 

 

○
宿
屋
・
部
屋

（
夜

） 

 
 

藤
井

、
酒
を
飲

み
な
が
ら

男
た
ち
と

麻
雀
を
し

て
い
る
。 

 

○
屋
台
街

（
翌
日
） 

 
 

藤
井
、
他

の
客

と
大
食
い

対
決
を
し
て
い
る
。 

 
 

藤
井
、
麺

を
豪
快
に
す
す
っ
て
い
る
。 

 

○
道
（
数
日
後
） 

 
 

藤
井
、
老
人
た
ち
に

混
じ
っ
て

天
秤
棒

を
担
い

で
歩
い
て
い
る
。 

藤
井

M

「
君
の
明
る
く

、
そ
の
屈
託
の
な
い

性
格
で
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
を
み
つ
け
、

仕
事
を
見

つ
け…

」 
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○
道
（
数
週
間
後
） 

 
 

村
上
、
警
官
に

呼
び
止
め
ら
れ
る
。 

 
 

村
上
、
動
揺
す
る
。 

 
 

老
人
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

老
人
、
警
官
と

何
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。 

 
 

警
官

、
去
る
。 

藤
井

M

「
ま
る
で
新

た
な
る
門
出
を
祝
福

す
る
か
の

よ
う
に
君

の
頭
上
に
は
幸
運
が

降
り
注
ぐ

」 

 

○
民
家
・
中 

 
 

村
上
、
カ
メ
ラ

の
前
に
立

っ
て
い
る
。 

 
 

男
、

村
上
の
写
真
を
撮
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

村
上
、
偽
造
さ
れ
た

身
分
証
を
手
に
す
る
。 

 

○
村
上
の

家
・
台
所

（
数
ヶ
月
後
） 

 
 

村
上
、
若
い
女

と
楽
し
げ
に
料
理
を

作
っ
て
い



- 24 - 

 

る
。 

藤
井

M

「
こ
の
新
し
い

地
で
、
君
は
日
本

で
は
掴
み

取
れ
な
か
っ
た

幸
せ
を
掴
み
取

る
」 

 
○
村
上
の

家
・
寝
室

（
数
年
後
） 

 
 

村
上
、
ベ
ッ
ド

に
横
に
な
る
幼
い
息
子

を
そ
ば

で
眺
め
て
い
る

。 

藤
井

M

「

そ
し
て
い
つ
か

君
は

自
分
の
子
供

に
神
様

の
話
を
す

る
」 

村
上
「
俺

が
日
本
で

神
様
に
会

っ
た
の
は

2
8

歳
の

時
だ
っ
た…

」 

 
 

息
子
、
じ
っ
と

話
を
聞
い
て
い
る
。 

 
 

藤
井

M

「
そ
ん
な

未
来

が
も
し
あ
る
の
な
ら
ば…
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

町
役
場
・
出
納
室
（
現
在
） 

 
 

藤
井
、
目

を
開

け
る
。 

 
 

パ
ソ
コ
ン

画
面

に
は
給
付
金
の
振
り

込
み
依
頼

書
。 

 
 

金
額

の
項
目
に
は
「¥

4
6
3
0
0
0
0
0

」
。 

 
 

藤
井
、
画
面
を

見
つ
め
て
い
る
。 
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藤
井
、
マ
ウ
ス

を
操
作
す
る
。 

 
 

パ
ソ
コ
ン

画
面

に
以
下
の

ダ
イ
ア
ロ
グ
。 

 
 

「
デ
ー
タ

を
保
存
し
ま
す
か
？
」 

 
 

「
は
い
」
「
い
い
え
」 

 
 

藤
井

、
カ
ー
ソ
ル
を
「
は
い
」
に
あ
わ
せ
る
も
、

い
つ
ま
で
も
決
心
が
つ
か
ず
に…

 

 

（
お
わ
り
） 


	○町役場・出納室（現在）

